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会議議事録 

 

会議名「令和６年度 小矢部市ケーブルテレビ放送番組審議会（第１回）」 

 

 

１ 日 時  令和６年４月16日（火）14時から14時30分まで 

 

２ 場 所  小矢部市役所特別会議室 

 

３ 出席者  （小矢部市ケーブルテレビ放送番組審議会委員 ７人） 

山 室 秀 隆（小矢部市議会） 

谷 崎 正 則（小矢部市自治会連合会） 

宮 﨑 三保子（小矢部市連合婦人会） 

林     登（一般社団法人 小矢部青年会議所） 

山 本 裕 二（公益財団法人 小矢部市体育協会） 

鷲   明 美（小矢部市商工会） 

坂 田 由起子（公募） 

（欠席）水 口 淳 子（小矢部市小中学校長会） 

（欠席）島 谷 和 宏（小矢部市芸術文化連盟） 

（欠席）田 中 みさと（公募） 

 

 （となみ衛星通信テレビ株式会社（TST）） 

加賀谷常務取締役経営管理部長、大村取締役制作部長、森井制作課長、 

林課長代理 

事務局 （小矢部市） 

吉田企画政策部長、吉田デジタル推進課長、早助課長補佐、髙嶋主任、畑   

主任 

 

４ 協議事項 

「おやべコミュニティチャンネルの今後について」 

(1) 質問・意見及び回答 

(2) 答申内容について 

 

５ 議事録 

１開 会 

 

２挨拶 

 

３協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山室会長挨拶 

 

「おやべコミュニティチャンネルの今後について」 

協議事項(1) 質問・意見及び回答 

（事務局より資料１及び会議録について説明） 

意見・質問 

（谷崎委員） 

補足のようになりますが、各企業さんの事業内容などをクローズアップして

もらえるような番組を作っていただくことによって、今少子高齢化の時代です

けども、地元の企業さんに就職してもらえる。ここにもこういうような企業が
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あるんだということを アピールすることによって地元の高校から入ってもら

える、あるいは大学からでも入ってもらえるようになれば地元に定着していた

だける、Ｕターンも兼ねてですけど。そういう可能性も出るのかなと。 

企業は南砺から砺波、小矢部までいくとかなりの数になると思いますが、規

模とか、あるいはこういうところが特化しているんだというものを、企業規模

は小さくても、そこを重点的にやるとか、そういうような番組の作り方も考え

ていただいたら、小矢部市だけではないかもしれませんが、小矢部にもこうい

う企業があるんだということをすれば、他の地域からも入職してもらえるかも

しれない。そういうことも大事かなと思います。 

（事務局 吉田課長） 

谷崎委員がおっしゃるように、小矢部・砺波・南砺においても企業はたくさ

んございます。確かにいろいろな企業があるということについては、ケーブル

テレビにおいて紹介していくというのは大変有意義なことであるというふうに

思っておりますので、TSTさんと協議しながらそういうような番組作りもでき

るようにしていければいいなと思っています。 

 

（山室会長） 

消防団員も不足という現状もありますし、消防団の訓練の放送のときに、テ

ロップで消防団員募集とか、そういうのも書いていただければいいですがね。 

（山本委員） 

以前から３市で操法大会っていうのがあり、それぞれの３市のものも入れた

りとか、県の大会もありますので、その状況なんかも取材に行っていただい

て、こういうふうに頑張ってるよというようなところをＰＲしていただいて、

紹介すればなおいいなというふうに思っております。 

 

（林委員） 

関連してですが、ただ撮っている映像が多く、地区特派員のも特にそうです

けど、いきいきサロン撮りっぱなし、学校の卒業式・入学式撮りっぱなしで、

その人達の声とか、運営している人の声だとか、地域の人の声があんまり見え

ないなと思っています。 

企業取材へ行って企業の経営者に取材するのは、かなり深入りできてわかる

気がしますが、消防団の活動の様子、放水している状態だけ見ても面白くな

い、それはそれで大事ですが、さらによりどういう活動しているだとか、どう

いう思いで団長が参加しているとか、いろいろあると思うので、そういった何

か人の心の中に近づけるのが地域のコミュニティチャンネルなので、そこまで

取材してもらえるといいなと。 

統合することでTSTさんも多少業務上効率化されると思うので、その分手が

空いた部分など、取材班周りの人を増やすだとか。そういったところも、今回

更新にあたって、TSTさんの業務効率も向上されるのに繋がるのであれば、そ

ういったところで番組の質の向上にもなるというふうに、そこまで考えて言っ

てもらえると、切り換えの更新の時に統合するとなった場合に、より市民の納

得感も得やすいですし、番組がより良いものになりますよ、そのためにもこう

しますっていう言い回しができるかなと思うので、それもセットでしっかり考

えていただきたいと思いました。 

（TST 大村部長） 

インタビューなども入れていろんな人たちの思いをお伝えするっていうの

は、ケーブルテレヒの原点だと思っておりますので、なるべくそういう作りに

しておりますが、ニュースなどの短い時間では登場人物も少ない部分はありま

すけれども、ニュースの中でインタビューなど、人の声をおりまぜて放送する

ことを努力しておりますので、これからもまた改めて、取材活動をしてまいり
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たいと思います。 

（事務局 吉田課長） 

林委員から、番組の質の向上というところで、大変貴重なご意見をいただい

たと思っています。 

市の方といたしましても、今後TSTさんと一緒に地区特派員さんの研修を毎

年開いておりますのでその中でも、今ほどの林委員の意見も取り入れてりいき

たいと思っております。 

 

（山本委員） 

何年か前に聞いたことがあるんですけど、砺波だったか南砺だったかの企業

のＣＭというか、ＰＲがあったような記憶あるんですけども、今もあるんです

かね。あるのであれば、せっかく一緒になるのであれば、小矢部の企業もそう

いうところに出したいという方がいれば、出せればいいなというふうに思って

いますがどうですか。 

（TST 大村部長） 

砺波・南砺のエリアでは営業にはなりますけれども、広告をどんどん入れる

ように、そういう仕組みがございますので、有料にはなりますけれども、民放

他社より料金がとても安いので、エリアの中でやることをＰＲしていただくに

はとてもいい媒体になると思いますので、ぜひそういうことをご周知いただけ

れば。テレビコマーシャルは今でも続けてやっております。 

 

協議事項(2) 答申内容について 

（事務局にて答申に係る主な意見等を資料１を用いて説明） 

（山室会長） 

今ほど事務局から３点ほど、 

①チャンネルを統合して、地域イベントの発信に努めるということ。 

②小矢部・砺波・南砺の発信をそれぞれしますが、３市とも公平性に十分配

慮していただくということ。 

③番組編成を工夫していただきたいという、先ほど言われたようなインタビ

ューをするとか、そういうようなところを工夫していただきたいということ。 

が上げられました。 

事務局の方から今ほど３点ほど言いましたが、この他に何か思い当たること

について、皆さん何かありますか。今ほどのものでよろしいでしょうかね。 

よろしければ、これを事務局の方でまとめていただいて、それを答申としてい

きたいと思います。大体皆さんの意見が網羅されたと感じております。 

 

なお、新たな編成での放送時期については、特段意見がなく、現時点では、

審議されていないものと思っております。事務局として新たな編成での番組の

放送開始時期についてはどのように考えていらっしゃるんでしょうか。 

（事務局 早助課長補佐） 

事務局の方から、放送時期の考えについて述べさせていただきます。 

まずは統合されるということについて、市民視聴者であったり、取材対象と

なるこども園さんとか、スポ少さん、そういった各種団体への周知期間をしっ

かりとっていく必要があるかなというふうに考えております。 

また、統合される番組については当然番組編成等、新たな構築をしていく必

要がございますので、事務局といたしましては、可能な限り速やかに新たな放

送形態に入っていきたいのですが、そういったところをしっかり周知したり、

編成体制をとったりっていうところをしっかりやらせていただいて、無理のな

いような進め方をさせていただきたいなというふうに思っております。 

従って何月ごろからというところまでは、現時点では明言でませんが、可能
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４その他 

 

５閉 会 

な限り速やかに進めさせていただきたいなというふうに思っております。 

（谷崎委員） 

速やかにというのは、せめて半年とか。 

（事務局 早助課長補佐） 

当然番組を作っていくにあたっては、指定管理者（TST）の方の体制づくり

というところもあり、急に変えていくことはできないので、そのあたりの整備

というのは必要になってくる。 

それと、例えば地区特派員さんに取材いただいたものを、編集とか、そうい

ったものの体制とかも当然変わってきますので、そういったものもやはり説明

をしっかりした上で、新たな素材の提供というところをお願いしていく必要が

あります。ここが１カ月あればいいのか２カ月あればいいのか、半年あればい

いのかっていうところが、今ここではすぐにはお答えできないので、指定管理

者のTSTさんともしっかり協議させていただいて、時期を決めさせていただけ

ればと思っています。 

（市 吉田部長） 

今ほど事務局の早助の方からご説明した通り、統合に向けて今回の審議会の

答申を受け、市の方で判断し、そしてまたこれらに関わる議会の予算措置等を

経た上で行っていきます。 

そうした中で一番ネックとなっておりますのは、新しい番組編成体制をTST

さんが作っていただくと、実はここが一番ネックになっている部分でございま

す。そこを本日の段階ではまだはっきり時期は申し上げられないですが、市と

しては、周知期間を設ければ速やかにしたいという思いがございます。ただ、

TSTさんの新たな番組編成の体制構築、これを待ってということになりますの

で、１つの目標としては秋ごろ、これはまず目標としてです。 

これについては本日、TSTさんにも持ち帰っていただき、しっかりした時期

を回答いただくこととしますが、１つの目標はそれぐらいを考えています。 

（山室会長） 

秋と言わず１日でも早いほうが効果があると言われていますので、そのよう

にしていただきたいと思います。 

今ほどのこの放送時期に関しましては、これも答申に加えていきたいと思い

ますがこれは秋ごろというので書かれるのでしょうか。 

（市 吉田部長） 

今ほど申しましたように、この答申のタイミングでは、何月末とかそういっ

たところまでは絞れないので、統合後の番組編成に支障をきたさない適切な時

期というような形としたいと思いますが、次回の答申の案を作る審議会まで

に、もう少しTSTさんと具体的な日程を詰めた上で提示いたします。 

（山室会長） 

皆さんからいろいろご意見ありますのでそれを十分くんで、答申に反映して

いただきたいと思います。 

（林委員） 

放送時期については検討する素材がなかったものですから、意見が出なかっ

たと思っているので、時期を検討する上で分かるものを提示していただいた上

で、また私たちの意見聞いていただき、こちらの意見で答申を書いていただき

たいと思います。 

 

（事務局より次回審議会について説明） 

 

（吉田部長より閉会の挨拶） 

閉会 

 


